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Abstract

日本語を学ぶ外国人が苦労するものとして「日本語の中のカタカナ」が挙げ
られる。本研究は英語母語話者の日本語学習者 55人に次の 6組のカタカナ
語と非カタカナ語の使い分けの研究を行った。これらの 6組を理解しやすい
と予測されるもの順に分類し、日本語のレベル（初級か上級か）がカタカナ
語の使用にどのように影響しているかを確認した結果、以下のようなことが
明らかになった。
＜タイプ I：理解しやすいタイプ＞
＝カタカナ語と非カタカナ語の指示対象が別になっており、カタカナ語が有
標なもの
カテゴリー 3 Glove グローブと手袋
カテゴリー 4 Potato ポテトと芋
＜タイプ II：使い分けの基準がわかれば理解しやすいタイプ＞
＝材質や形態、使用方法などで使い分けがされているもの
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カテゴリー 1 Bottle ボトルと瓶
カテゴリー 2 Brush ブラシと筆
＜タイプ III：理解しにくいタイプ＞
＝一見、非常に意味がよく似ていて使い分けの基準を規則化しにくいもの
カテゴリー 5 Tea ティーとお茶
カテゴリー 6 Ticket チケットと券

Japanese learners as a second language find KATAKANA words difficult, as it is

hard to distinguish them from English words, and there are also Non-KATAKANA

synonyms in Japanese.

This study looks into 55 Japanese learners of the English mother tongue speaker

for their distinction of 6 pairs of KATAKANA word and Non-KATAKANA word.

The following results were obtained: these words were classified into three types

by easiness to understand.

< Type I: Easy to understand as KATANAKA words and Non-KATAKANA words

in pairs have their own denotations respectively. >

Category 3 Glove: “GUROBE”/“TEBUKURO”

Category 4 Potato: “POTETO”/“IMO”

< Type II: Need to realize standards of the usage. Correct words must be chosen

by materials, forms and situations. >

Category 1 Bottle: “BOTORU”/“BIN”

Category 2 Brush: “BURASHI”/“FUDE”

< Type III: Difficult to discern as KATANAKA words and Non-KATAKANA

words in pairs indicate almost the same thing. >

Category 5 Tea: “THI”/“OCHA”

Category 6 Ticket: “THIKETTO”/“KEN”

キーワード: 英語母語話者の日本語学習者,意味のずれ,カタカナ語,　非カタカナ語,習得
Key Words: English Speakers Learning Japanese, Gap of the meaning, Katakana, Non-Katakana,

Learning

1. 研究の背景と目的
鳥飼（2007）などでも指摘されているように、日本語を学ぶ外国人が苦労するものと
して「日本語の中のカタカナ」が挙げられる。日本語の語彙の中には多くのカタカナ語
が入っているが、それが原義の意味とイコールではないからである。その中の有名な例
として、「マンション」が知られている。

マンション…中高層の集合住宅　 1960年代から急速に普及（広辞苑　第五
版より）

Mansion……（豪華な）大邸宅、屋敷（ジーニアス英和辞典　第四版より）

また、カタカナ語と原義の意味のずれだけではなく、同じようなカタカナ語の対象物
をカタカナ語で呼んだり、非カタカナ語で呼んだりすることもある。その例として、「鮭









30 Theoretical and Applied Linguistics at Kobe Shoin No. 18, 2015

カテゴリー１ Bottle ボトルと瓶
カテゴリー２ Brush ブラシと筆
カテゴリー３ Glove グローブと手袋
カテゴリー４ Potato ポテトとじゃが芋
カテゴリー５ Tea ティーとお茶
カテゴリー６ Ticket チケットと券

被験者は写真刺激を見て、それをカタカナ語で呼ぶか、非カタカナ語で呼ぶかを、直
感に従いリッカート法による４段階の確信度で回答する。非カタカナ語の単語を尋ねる
時に、それを英語のオリジナルの単語でも呼ぶことをできるのかも確認した。
回答の選択肢は以下のようになっている。

1 Never （まったく＊＊を使わない）
2 Sometimes (どちらかというと＊＊を使わない)

3 Often （どちらかと言うと＊＊を使う）
4 Always （常に＊＊を使う）

つまり、「Never」や「Sometimes」が多いと、その単語を「使わない」という否定的な
傾向になり、「Always」や「Often」が多いと、その単語を「使う」という肯定的な傾向
になる。
カテゴリー１のカタカナ語の「ボトル」と、非カタカナ語の「瓶」をどのように使い
分けているかをみる設問を例にとって、説明していく。
日本語における「ボトル」と「瓶」の使い分けについて簡単にまとめておく。「ワイン
ボトル」は「ワインの瓶」のように「ボトル」と「瓶」の両方の使用を許容するが、同
じガラス製品でも「ビール瓶」は、「＊ビールボトル」が許容されない。「ボトルビール」
という言い方もあるが、それは中身の入った瓶ビールのことを指し、空き瓶のことを示
さないため、「ボトル」が許容されないと考える。また、同じ飲み物を入れるものであっ
てもプラスチック製である「ペットボトル」は「ボトル」のみ許容され、「瓶」は許容さ
れない。
つまり、「瓶」はガラス製のものに使用し、プラスチック製のものは「ボトル」と呼ば
れることから、その材料が使い分けの基準となっていることが推測される。しかし、問
題なの「瓶」の中にも「ボトル」と呼べるものと「ボトル」と呼べないものが混在して
いることである。カテゴリー１の「ボトル」と「瓶」で使われた写真刺激を解説すると
次のようになっている。

＜カテゴリー１の「ボトル」と「瓶」で使われた写真刺激＞

1-1「水やジュースなどの飲み物を入れるプラスチック製のもの（ペットボ
トル）」

1-2「シャンプーを入れるプラスチック製のもの（シャンプーボトル）」
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答者には差が無い。
カテゴリー 1b「瓶」について、常に「瓶」を使うという回答者は、1-3「ワインボトル

20%（11人）」と 1-4「ビール瓶 29%(16人)」の間であまり差がない。これらのことから、
「ワインボトル」と「ビール瓶」の使い分けは強く認識されていないことがわかる。
日本語学習者のボトルと瓶の使い分けに関して、日本語学習者はペットボトルのみ、高
い確信をもって「ボトル」と判断しているが、「瓶」に関しては、使い分けの基準になる
ものが、素材（ガラス orプラスチック）なのか、内容物（飲めるもの or飲めないも）な
のか、形状（筒型 or持ち手付き）なのか等、はっきりしていないと言える。これはおそ
らく、ペットボトルは「ペットボトル」という名称をよく聞くため、「ボトル」であると
はっきり認識しているが、洗剤やシャンプーの容器のようにあまり名称をとりあげられ
ることがないものは、「ボトル」なのか「瓶」なのか判断がつかないことが推測される。
また、瓶についても素材がガラス製であるということで「瓶」の認知的カテゴリーを形
成するまでにはいたっていないので、ガラス製の 1-3「ワインボトル」や 1-4「ビール瓶」
の写真刺激でも、３や 4の確信度をもって「瓶」使うと答えた人は半分に満たない数に
なっている。
池谷・久津木（2014）では、６つのカテゴリーすべてのものについて、英語を母語と
する学習者がカタカナ語と非カタカナ語をどのように認識しているかを調査した結果を
明らかにした。その結果、カタカナ語と非カタカナ語の使い分けに以下のような 5つの
傾向が見られた。

結果
① カタカナ語に関して、非カタカナ語に対応する語がなく「ペットボトル」「歯ブラ
シ」のように指示対象物の名称の中にそのカタカナ語が入っていれば、積極的にカ
タカナ語を選びやすい。

② 「筆」と「ブラシ」の使い分けや「お茶」と「ティー」の使い分けから、日本的な
ものは非カタカナ語、そうではないものはカタカナ語を選ぶ傾向がある。

③ 対象物を表す時、カタカナ語と非カタカナ語のどちらを使えばよいのか不明な場
合、英語の母語の知識を生かして、それと対応するカタカナ語が選択されやすい。

④ 「革手袋」を「グローブ」と判断することから、材料や形態など、独自の使い分け
の基準を適用して判断することがある。その時の判断に母語干渉が現れるなど、一
種、中間言語的な振る舞いを見せる。

⑤ 一般的に、カタカナ語と非カタカナ語の使い分けは辞書に書いていないことが多い
ことから、学習者は多くの例から帰納的にその意味カテゴリーを形成していく。そ
のため、その情報にどのくらいアクセスできるかが習得の鍵になっている可能性が
ある。
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表 3: 被験者属性のまとめ（2013年７月～9月にデータ採取）
1 性別 男性 18名　女性 37名　合計 55名
2 年齢 10代 13名、20代 39名、30代 4名　平均→ 21.6歳
3 母語 英語
4 英語以外の使用言語 日本語 1名　中国語 6名　韓国語 2名　その他 4名
5 日本語レベル 初級 12名　中級 32名　上級 9名
6 日本語学習時間 0.5年～10年　平均→ 3.95年

これらの結果を踏まえて、カタカナ語と非カタカナ語の両方が存在する場合、どのよう
な使い分けが理解しやすく、どのような使い分けが理解しにくいのかを探ることにした。

3. 被験者
この調査の対象者は英語を母語話とする者で、2013年の 7月～9月にかけてＨ県内の
複数の日本語短期プログラムの学生を対象として行った。
被験者の内訳は男性が 18人、女性が 37人でＮ=55である。対象の年齢は 10代が 13

人、20代が 39人、30代以上が 4人で、平均年年齢は 21.6歳であった。日本語のレベル
は自己申告であるが初級が 12人、中級が 32人、上級が 9人であった。アンケートには
公的な日本語のテストを受けたことがある場合は記入してもらったが、OPIや JLPTな
ど様々であった。また、夏の日本語短期プログラムとうことで、普段は国外で勉強して
いるせいか現在の日本語能力を証明するものがないという被験者もかなりいた。
アンケートは対面で用紙を配布して行った。なお、アンケートでは日本語教育学会の
倫理規定に基づき、個人情報に配慮して行い、それをデータ化した。
ある対象物に対して、カタカナ語と非カタカナ語が存在する場合、どのような使い分
けが理解しやすく、どのような使い分けが理解しにくいのかを探る手がかりとして、学
習者のレベルに注目した。初級の学習者でも使い分けが理解できているものと、上級に
ならないと使い分けが理解できない、あるいは上級でも使い分けが難しいものを知るこ
とによって、理解がしやすいものと理解しにくいものを分類できるだろうと予測するか
らである。そこから、理解がしやすい単語はどのような特徴をもっており、逆に理解が
難しい単語はどのような特徴があるのかを考察する。
初級の被験者は 12名で、日本語学習歴の平均は約 2.2年であった。JLPT4級を持って
いる者が 1名いたが、その他に資格を持っている者はいなかった。
中級の被験者は 32名で、日本語学習歴の平均は約 4.95年であった。JLPT2級を持っ
ている者が 2名いた。その中で日本語学習歴が最も長い者は 10年で、最も短い者は 1年
であった。
上級の被験者は 9名で、日本語学習歴の平均は約 4.7年であった。その中で日本語学
習歴が最も長い者は 8.5年で、最も短い者は 1.5年であった。上級というのは、あくまで
自己申告のレベルであるが、その中で JLPT１級を持っている者が１名、1級を 69%でき
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たという者が 1名が 1名であった。つまり、9名中、5名は何らかの根拠があり、自分自
身を上級であると判断している。
今回はレベルによる使い分けの違いを見るため、初級と上級の学習者の使い分けに絞っ
て、分析していく。

表 4: 上級の被験者の詳しい属性
NO. 性別 年齢 母語とその他の使用言語 学習歴 日本語のテスト

NO.1 女 16 英語・韓国語 3年 AP Japanese

NO.2 男 27 英語 8.5年 JLPT N1　 69%

NO.3 女 22 英語 6年
NO.4 女 20 英語・日本語 3年 JLPT N1

NO.5 女 21 英語・中国語 1.5 OPI advanced Level

NO.6 女 22 英語 6年
NO.7 男 22 英語 3年
NO.8 女 20 英語 6年 OPI advanced Level

NO.9 男 23 英語 6年

4. カタカナ語と非カタカナ語の使い分けと日本語レベルの関係
英語を母語とする日本語学習者のカタカナ語と非カタカナ語の使い分けに、日本語の
レベル（初級か上級か）がどのように影響しているかを分析した。手順として、初級と
上級のレベルに分けた回答の傾向をレーダーチャートで表し、その傾向を比較・分析た
した結果、大きく以下の３つのタイプに分類されることがわかった。
詳しい分析は後で述べることにして、まず、３つのタイプを解説する。
タイプ Iは初級であっても上級であっても回答に差が無いタイプである。かつ、回答
が１つのベクトルに集約されており、日本人と同じような回答パターンを示すものであ
る。つまり、早い時点にそのカタカナ語の使い分けが理解されていると考えられるもの
である。
タイプ IIは初級と上級の回答が大きく異なるタイプである。初級は混乱しているが、
上級になると回答に一定の傾向があり、日本語学習の習得が進むにつれ、カタカナ語と
非カタカナ語の使い分けの規則を理解していたったと考えられるものである。
タイプ IIIは初級でも上級でも回答が混乱しており、一定の傾向がないものである。初
級はもちろんであるが、上級であっても、使い分けの規則性が捉えにくく、回答に確信
がないものである。
＜タイプ I：理解しやすいタイプ＞
＝カタカナ語と非カタカナ語の指示対象が別になっており、カタカナ語が有標なもの
カテゴリー 3 Glove グローブと手袋
カテゴリー 4 Potato ポテトと芋
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＜タイプ III：使い分けの基準がわかれば理解しやすいタイプ＞
＝材質や形態、使用方法などで使い分けがされているもの
カテゴリー 1 Bottle ボトルと瓶
カテゴリー 2 Brush ブラシと筆

＜タイプ III：理解しにくいタイプ＞
＝一見、非常に意味がよく似ていて使い分けの基準を規則化しにくいもの
カテゴリー 5 Tea ティーとお茶
カテゴリー 6 Ticket チケットと券

4. 1 タイプ I：習得しやすいタイプ
＜タイプ I：理解しやすいタイプ＞
＝カタカナ語と非カタカナ語の指示対象が別になっており、カタカナ語が有標なもの

カテゴリー 3 Glove グローブと手袋
カテゴリー 4 Potato ポテトと芋

まず、最初に揚げられるのが、カタカナ語と非カタカナ語が相補分布的な関係にあり、
カタカナ語で指すものと、非カタカナ語で指すものの指示対象が異なるものである。
まず、レーダーチャートの見方を解説する。４つの角が以下のそれぞれの回答に対応
している。

1 Never （まったく＊＊を使わない）
2 Sometimes (どちらかというと＊＊を使わない)

3 Often （どちらかと言うと＊＊を使う）
4 Always （常に＊＊を使う）

つまり、１や２が多ければ「使わない」と判断が強く、3や４が多ければ「使う」とい
う判断が強いことになる。初級の被験者は 12人で、上級の被験者が 9人であるため、母
数が異なる。母数が異なるが、レーダーチャートで同じような図形になれば、同じよう
な回答の傾向があることがわかる。
回答にばらつきがあればあるほど、レーダーチャートの中の四角の空間が大きくなり、
回答にばらつきがなく、１つの回答に集約されると、四角の空間がなくなり、フラット
な１本の線のような形になる。
野球の道具に「グローブ」を使うかという質問の答えをみると、上級はほぼ１本線に
なっており、回答４「使う」を選好している。初級も回答３「まあまあ使う」と回答４
「使う」を選好しており、上級と同じような傾向を示しているといえるだろう。
日本語では「グローブ」というと、野球やボクシングなどのスポーツの時に使う特別な
道具であって、普通の手袋のことは決してグローブとは言わない。このように、日本語
ではグローブと手袋は指示対象がはっきりと異なっている。一方で、英語の gloveは手
袋の総称であり、普通の手袋に gloveを使うが、手にはめるものすべてを指す上位概念
の語であるため、野球の道具の場合、単に gloveと言っただけでは、言葉足らずになる。
きちんと言うには「baseball glove」あるいは、「mitt」と言わなければならない。それに
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5. まとめ
これまでの議論をまとめると、同じカタカナ語と非カタカナ語であっても、その使い
分けが理解しやすいものと、理解しにくいものがあることがわかった。タイプ Iの「ポ
テトと芋」「グローブと手袋」のように、カタカナ語が有標で指し示す対象物が全く別物
であるとき、最も理解が簡単であることが証明された。
次にタイプ IIの「ボトルと瓶」「ブラシと筆」のように、材質や形態、使用方法など
によって、例外がありながらも一定の使い分けがあるものがある。これらは日本語の学
習や語彙のインプットが進むにつれ、意味カテゴリーが修正されていく。
最期に、最も理解しにくいと予測されるのが、タイプ IIIの「チケットと券」「ティー
とお茶」のように、一見、非常に意味がよく似ていて、使い分けの基準を規則化しにく
いものである。非カタカナ語とカタカナ語の語彙カテゴリーの境界が融合しているため、
同じものを「飛行機のチケット」や「飛行機の搭乗券」のように言い表すことができ、そ
れらの語彙は排他的ではなく共存している。それらは慣習法的に対象物ごとに言い方が
決まっているため、完璧に使い分けることは難しいが、逆にカタカナ語が日本語として
語彙化しているため、「電車の回数チケット（回数券？）」や「そばティー（そば茶？）」
と言っても、コミュニケーション上の大きな弊害を引き起こさないのである。
日本人であっても揺れているこれらの使い分けを理解することは、日本語学習者にとっ
てもは最も難しいことが予測される。
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